
11/28  公正な税制を求める市民連絡会・設立５周年記
念On-line集会 「コロナ禍を乗り越え、いのちを守る財
政を！」

公正な税制を求める市民連絡会・設立５周年On-line集会
「コロナ禍を乗り越え、いのちを守る財政を！」

　新型コロナウィルス・パンデミックにより、社会は大きな危機に直面しています。休業や失業が増加して貧困が拡大し、医療提供体制を
はじめとする社会保障の脆弱性が露呈しています。同時に、大企業や富裕層への富の集中が続き、格差は一層拡大しています。危機対応と
して、巨額の財政出動がなされ、財政赤字は一気に拡大しました。
　危機のさなか就任した首相の所信表明では、国難の中、あらためて「自助」が強調され、「経済成長」優先の方向性が示されています。
　はたして、私たちの生活やいのちは、「自助」と「経済成長」で守られていくのか、急増した財政赤字解消のため社会保障を削減する必
要はないのか、感染拡大の第２波、第３波、気候変動に伴う豪雨災害等、今後も引き続く危機への備えなくして社会は持続するのか。私た
ちは、今、大きな岐路に直面しています。
　本集会では、「ベーシック・サービスの重要性」「普遍主義による社会保障の充実」を訴え続けられている井手英策教授をお招きして、
現状を見据え、当面の危機、さらに引き続く危機を乗り越え、いのちを守る財政、人間の幸福や人間の尊厳ある生存を守る財政のあり方に
ついて考えます。
　多くのみなさまのご参加をお待ちしています。

■テーマ／公正な税制を求める市民連絡会・設立５周年記念On-line集会
「コロナ禍を乗り越え、いのちを守る財政を！」

■日時／2020年11月28日（土）13時30分～16時30分頃
　なお、13時から13時15分まで、活動報告、会計監査等、年次総会を開催いたしますので、会員の方、入会希望の方は、ご参加くだ
さい。

■参加対象／当会会員の方のほか、どなたでも参加できます。

■基調講演／井手英策（慶應義塾大学教授）
「コモンズ再生の財政社会学〜自助と言い放つ人たちへの反論」

■パネルディスカッション
（パネリスト）
　赤石千衣子（ＮＰＯ法人しんぐるまざあず・ふぉーらむ理事長）
　井手英策教授
　宇都宮健児（弁護士。公正な税制を求める市民連絡会共同代表）
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（コーディネーター）
　猪股　正（弁護士。公正な税制を求める市民連絡会事務局長）

■参加費／無料
　カンパ大歓迎
　（振込先）ゆうちょ銀行　公正な税制を求める市民連絡会（コウセイナゼイセイヲモトメルシミンレンラクカイ）
　◎　ゆうちょ銀行から振込：10160-446381
　◎ 　他行から振込：ゼロイチハチ（018）支店　普通預金口座　0044638

■開催方法／Zoom
　※Zoomは下記のURLをクリックすれば誰でも参加できるオンラインツールです
　（インストール・ご利用ともに無料で、所要時間2分ほどで準備が完了します。）

■要申込
　登録用URL
　→
　https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_Ynqv1L_qRUi-v1tOa2QpDA

　こちらからお申し込み下さい。ご登録後、ウェビナー参加に関する確認メールが届きます。
　資料のダウンロード用のURLは、別途メールでご案内させていただきます。

■主催／公正な税制を求める市民連絡会

■連絡先／弁護士　猪股正　埼玉総合法律事務所　電話048-862-0355

 

12/6  コロナ危機から考える連続企画第10回/On-
line学習会「コロナ・パンデミックと国際課税ルールの刷新
－GAFA課税の実現に向けて－」

公正な税制を求める市民連絡会『コロナ危機から考える』連続企画第10回 On-line学習会のご案内
「コロナ・パンデミックと国際課税ルールの刷新ーＧＡＦＡ課税の実現に向けて－」

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_Ynqv1L_qRUi-v1tOa2QpDA
http://tax-justice.com/
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コロナ・パンデミックの中で各国の財政は危機的状況にあります。
他方、パンデミックは、経済のデジタル化をいっそう加速し、ＧＡＦＡ（グーグル・アップル・フェイスブック・アマゾン）などのデジタ
ル企業が、利益を大幅に増やしています。
これらのデジタル企業をはじめとする巨大企業が、タックス・ヘイブンを利用するなどの方法により、脱税や税逃れをすることに対し、歯
止めをかけることができなければ、財政危機はさらに深刻化し、格差が拡大するばかりであり、コロナ危機の今こそ、国際課税ルールの刷
新、強化を実現することが必要です。

OECDを舞台にして130数か国が参加する「デジタル課税」の国際的な取り組みはいよいよ最終段階を迎えています。現在の到達点を
どう見るか、真の改革を阻んでいるものは何か。来年に延期された最終決着に向けて何が必要かを共に考えたいと思います。ぜひご参加下
さい。

■テーマ／コロナ・パンデミックと国際課税ルールの刷新ーＧＡＦＡ課税の実現に向けてー

■日時／2020年12月6日（日）15時～17時

■参加対象／当会会員の方のほか、どなたでも参加できます。

■講師／合田　寛氏（政治経済研究所理事・公正な税制を求める市民連絡会幹事）

■開催方法／オンライン・Zoom（インストール・ご利用ともに無料です。）
所要時間2分ほどで準備が完了する「Zoom」というサービスを利用いたします。

■参加費／1人１０００円

■参加申込み（お支払い方法）
次のpeatixアドレスから申込み、各自が選択された方法で事前にお支払いください（お支払い後のキャンセルは、ご容赦くださ
い。）。

peatixアドレス：https://peatix.com/event/1678110/view

お支払い後、Zoom参加用のURLを個別にお送りします。
また、資料のダウンロード用のURLは、別途メールでご案内させていただきます。

（追加情報）
peatixの使い方が難しいというご指摘をいただき、従来の参加方式の二本立てとさせていただくことにいたしました。
従来方式の登録は、こちらのURLから登録いただき、後で構いませんので、下記口座に1000円をお振込みください。よろしくお願い
いたします。
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_nVTnfWo_QqGac_BoC5
WI3w
　（振込先）ゆうちょ銀行　公正な税制を求める市民連絡会（コウセイナゼイセイヲモトメルシミンレンラクカイ）

https://peatix.com/event/1678110/view


　◎　ゆうちょ銀行から振込：10160-446381
　◎ 　他行から振込：ゼロイチハチ（018）支店　普通預金口座　0044638

■主催／公正な税制を求める市民連絡会

■連絡先／弁護士　猪股正　埼玉総合法律事務所　電話048-862-0355

 

11/1(日)仕事や生活に困っている外国人のための相談会の
お知らせ

11/1(日)仕事や生活に困っている外国人のための相談会のお知らせ
お金がない…　難民申請をしたい…　仕事をくびになった…
家賃を払えない…　病院に行きたい…　食べ物がほしい…

【熱があるなど体調に不安のある方は参加をお控えください。】

 

11月1日（日）、「人の生存権を守る実行委員会主催」で、JR川口駅東口に大規模なテント村を設営して、クルド人の方を中心とした
外国人向け大相談会を実施します。
新型コロナ禍で国籍を問わず、多くの市民が困り果てています。
なかでも外国人の生活困窮は深刻です。
会場には、医療機関、労働組合、弁護士、司法書士、社会福祉士、臨床心理士などが参加して、相談対応をします。

約25名のトルコ語の通訳にもご協力いただきます。
お困りの外国人の方に、お知らせください。
医師や看護師の協力も得て、受付で検温等させていただきますが、
熱があるなど体調に不安のある方は、参加をお控えください。
よろしくお願いいたします。

 

◆運営主体
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主催：クルド人の生存権を守る実行委員会
共同代表：藤田孝典（ほっとプラス）、稲葉奈々子（移住連）、松澤秀延（クルドを知る会）　事務局長：岩橋誠（POSSE）
加盟団体：クルドを知る会、クルド難民弁護団、反貧困ネットワーク、反貧困ネットワーク埼玉、NPO法人ほっとプラス、NPO法
人POSSE、埼玉県民主医療機関連合会、移住者と連帯する全国ネットワーク貧困対策ＰＴ、新型コロナ災害緊急アクション、一般社団
法人日本クルド文化協会、首都圏移住労働者ユニオン、総合サポートユニオン、首都圏生活保護支援法律家ネットワーク、ふーどばんく埼
玉

◆当日概要
日時：11月1日（日）　10時～16時
会場：キュポ・ラ広場（川口駅東口すぐ）

内容
＊法律支援：弁護士相談（クルド難民弁護団など）
＊医療相談：埼玉県民主医療機関連合会
一般医療、歯科・ニーズ：ストレス（精神）、高血圧、糖尿、肩・足、腎臓・肝臓、歯、妊産婦

◆参加費
無料・予約不要
相談にお金はいりません／予約はいりません（10:00から16:00まで、いつでも来てください）
弁護士やNPO、医者がお話を聞きます

◆相談・ボランティア・取材などのお問い合わせ
クルド人の生存権を守る実行委員会　事務局（岩橋）
メール：righttolivekurds@gmail.com

 

20201101外国人相談会(PDF)

 

ハロウィン
 

mailto:righttolivekurds@gmail.com
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https://saitamasogo.jp/archives/87425


ハロウィン本来の意味や起源など全く知らないのですが、個人的には１年に１度仮装しなければならない日だと認識しています。

先日、注文していた今年度の衣装が届きました。当日が楽しみです。

弁護士　鴨田譲

 

10/27(火)最低賃金の全国一律化について考える市民集会
のご案内
我が国の最低賃金は、世界的に見るとまだまだ低い状況であり、大幅な引上げが必要です。さらに、最低賃金の地域間格差が依然として大
きく、ますます拡大していることも見過ごすことのできない重大な問題です。地方では賃金が高い都市部での就労を求めて若者が地元を離
れてしまう傾向が強く、労働力不足が深刻化しています。地域経済の活性化のために、最低賃金の地域間格差の縮小が急務です。また、今
般の新型コロナウイルス感染症の拡大により、都市部への過度の人口や企業の集中が大きなリスクであることも顕在化し、地方の再生と活
性化の重要性が改めて浮き彫りとなっています。

一方で、最低賃金の大幅な引上げは、特に地方における中小企業の経営に影響を与えることが予想されます。最低賃金の引上げが困難な中
小企業のための社会保険料の減免や減税、補助金支給等の中小企業支援措置が不可欠であり、そのような措置の具体的な検討が必要です。

そこで、今回、最低賃金の全国一律化について、その意義は何か、実現のためには何が必要であるのか、実現へ向けたプロセスはどうある
べきなのか、について広く市民とともに考える集会を企画しました。

ぜひご参加ください！

日時 ２０２０年１０月２７日（火）１８時００分～２０時００分

開催
方法

Zoomウェビナーによるオンライン形式にて開催いたします。 【事前登録制】
※Zoomアプリを事前にインストールした上で参加してください。
お申し込みいただいた方に参加URLをお送りいたします。

参加
費

参加無料

参加
対象

どなたでもご参加いただけます。

内容
（予
定）

プログラム（予定）
◆講演
• ・岡田 知弘　氏（京都橘大学教授・京都大学名誉教授）
◆報告
• ・兒玉 修一 弁護士（日弁連貧困問題対策本部委員）

https://saitamasogo.jp/archives/87420
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申込
方法

下記リンクまたは二次元バーコードよりお申し込みいただけます。
申込みフォーム

※参加をご希望の場合は、【１０月２０日（火）】までにお申し込みください。

主催 日本弁護士連合会

お問
い合
わせ
先

日本弁護士連合会　人権部人権第一課
TEL　０３－３５８０－９５０１

備考

【注意事項】
■ 本シンポジウムへのご参加には以下の機材および環境が必要です。

・パソコン、タブレット、スマートフォンなど、インターネット接続のできる機材
・インターネットをご利用いただける環境

※安定した通信環境で接続をお願いいたします。スマートフォンはWi-Fiに接続してご利用いただくことを推奨します。視聴にかかるインターネット通信料は視聴者のご負担となります。
■ Zoomウェビナーについて

・Zoomウェビナーへの参加にあたり、Zoom上でお名前とメールアドレスの入力が必要です。
・Zoomについては、Zoomサービス規約の内容をご確認いただき、同意の上でご利用ください。

Zoomサービス規約
・あらかじめ視聴を希望される機材でZoomのインストールをお願いいたします。

Zoomインストール
・イベント前日までに下記URLからZoomの利用が可能であるかテストしていただくことを推奨します。

ミーティングテスト
※Zoomウェビナーのサービス・機能等に関するサポートは致しかねます。

■ 当日、何らかの理由で通信が中断し復旧困難となった場合、やむを得ずシンポジウムを中止する可能性があります。また、PC環境・通信状況等の不具合については日弁連では責任を負わず、サポート対応等も行いかねますので予めご了承くださ
い。

11/12 日弁連「全国一斉／解雇・失業・生活相談ホットラ
イン」のご案内
コロナ危機に対応して、日弁連が、全国一斉ホットラインを開催します。多くの方にお知らせください。

詳細は、次のとおりです（日弁連ホームページ）

コロナ禍の中、休業、解雇・雇い止め等により、労働者、フリーランス、自営業者など、多くの人が、収入減少、失業等に追い込まれてい
ます。国の給付金、貸付金、失業給付、生活保護などの制度を利用できていない人も少なくありません。

そこで日弁連は、厳しい状況におかれている方々に対して適切な助言を行うことと、労働者の深刻な実態、不安、悩みを明らかにするため
にホットラインを実施することといたしました。

全国の弁護士会において、２０２０年１１月１２日（木）、全国統一フリーダイヤル【　０１２０－６１０－２２５　】（ロウドウのフツ
ゴウ） で実施いたします。

ひとりで悩まず、お気軽にご相談ください。各地の弁護士がアドバイスさせていただきます。

https://form.qooker.jp/Q/auto/ja/saiteichingin/saiteichin/
https://www.nichibenren.or.jp/event/year/2020/201027.html
https://zoom.us/jp-jp/terms.html
https://zoom.us/download
https://zoom.us/test
https://saitamasogo.jp/archives/87406
https://saitamasogo.jp/archives/87406
https://www.nichibenren.or.jp/event/year/2020/201112.html


内容

全国一斉　解雇・失業・生活相談ホットライン（フリーダイヤル）
２０２０年１１月１２日（木）１０時００分～２２時００分
０１２０－６１０－２２５（ロウドウのフツゴウ）

※フリーダイヤルにおかけいただきますと、お近くの弁護士会につながります。なお、上記時間内は、話中時でも他の地域の弁
護士会につながるように設定されています。

※回線混雑等の事情によりつながりにくい場合もございますので、あらかじめご了承ください。また、上記フリーダイヤルを始
め、各地のホットライン専用電話番号は、実施日時以外はご利用になれませんので、ご注意ください。

チラシ (PDFファイル;214KB)

実施弁護士会一覧 (PDFファイル;131KB) ※適宜更新あり
※新潟は１１月１３日（金）、函館は１１月１７日（火）に実施します。また、群馬・沖縄では、独自の電話番号（フリーダイ
ヤルではありません。）を設けていますので、ご注意ください。実施時間は上記の「実施弁護士会一覧」をご確認ください。

お問い
合わせ
先

１　日本弁護士連合会人権部人権第一課
ＴＥＬ：０３－３５８０－９５０１/ ＦＡＸ：０３－３５８０－２８９６
２　各地の実施内容につきましては、「実施弁護士会一覧」をご参照の上、各弁護士会にお問い合わせください。なお、同一覧
は、実施弁護士会が決まる毎に更新します。

11/24　On-line学習会@パリ「フランスのコロナ危
機 ー公共医療と民主主義を破壊し、不平等を増大させるネオリ
ベラリズム」

公正な税制を求める市民連絡会『コロナ危機から考える』連続企画第9回【On-line学習会】のご案内
@パリ「フランスのコロナ危機 ー公共医療と民主主義を破壊し、不平等を増大させるネオリベラリズム 」

「諸外国に学ぶコロナ危機対応⑦」は、パリ在住の飛幡祐規（たかはたゆうき）さんを講師に迎え、コロナ感染の”第2波”のただ中にあ
るパリと日本をOn-lineでつなぎ、リアルタイムで、お話いただきます。

フランスでは、春の第1波の際、医療崩壊の危機に直面し、死者は3万人近くに上りました。背景には、EUの緊縮政策に基づく20年来
の公共病院の予算の削減、人員と病床の大量削減などがあると指摘されています。ロックダウンにより、いったん感染を押さえ込んだ後、
レストランやバーなどの再開、外国人観光客の受け入れを始め、8月後半以降、新規感染者が増え、数週間で急加速し、10月中旬現在、-
新規感染者数は1日3万人を超えました。
感染者数の急増のみならず、入院患者と重症化患者の急増を受け、10月14日、マクロン大統領がパリなど9都市で、夜間の外出禁止令
を出すに至りました（10月17日より施行、最低４週間以上）。

https://www.nichibenren.or.jp/library/pdf/event/year/2020/event_201112_chirashi.pdf
https://www.nichibenren.or.jp/library/pdf/event/year/2020/event_201112_ichiran.pdf
https://saitamasogo.jp/archives/87399
https://saitamasogo.jp/archives/87399
https://saitamasogo.jp/archives/87399


日本でも、医療費抑制政策のもと、国立病院の統廃合、病床数削減、医師・看護師の人員の削減などが推進され、コロナ危機の到来により、
医療の脆弱性を露呈するに至り、政策の是非が問われています。
医療の問題を切り口に、フランスと日本を対比し、民主主義や格差の問題についても考えます。
コロナ禍の今、大きな社会の危機であると同時に、社会がよき方向に向かう転機でもあります。同じくコロナ禍を経験している、日本とは
異なる社会に学び、日本が目指すべき社会のあり方について、一緒に考えましょう。ぜひご参加下さい。

■テーマ／フランスのコロナ危機－公共医療と民主主義を破壊し、不平等を増大させるネオリベラリズム

■日時／2020年11月24日（火）18時30分～20時30分

■参加対象／当会会員の方のほか、どなたでも参加できます。

■講師／飛幡祐規（たかはたゆうき）さん

■開催方法／オンライン・Zoom（インストール・ご利用ともに無料です。）
所要時間2分ほどで準備が完了する「Zoom」というサービスを利用いたします。

■参加費／1人１０００円

■参加申込み（お支払い方法）
次のpeatixアドレスから申込み、各自が選択された方法で事前にお支払いください（お支払い後のキャンセルは、ご容赦くださ
い。）。

https://peatix.com/event/1676950/view

お支払い後、Zoom参加用のURLを個別にお送りします。
また、資料のダウンロード用のURLは、別途メールでご案内させていただきます。

（追加情報）
eatixの使い方が難しいというご指摘をいただき、従来の参加方式の二本立てとさせていただくことにいたしました。  
従来方式の登録は、こちらのURLから登録いただき、後で構いませんので、下記口座に1000円をお振込みください。よろしくお願い
いたします。
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_8mQ_evtIR1m7WWy-_l
vK8w  

　（振込先）ゆうちょ銀行　公正な税制を求める市民連絡会（コウセイナゼイセイヲモトメルシミンレンラクカイ）
　◎　ゆうちょ銀行から振込：10160-446381
　◎ 　他行から振込：ゼロイチハチ（018）支店　普通預金口座　0044638

■主催／公正な税制を求める市民連絡会

https://peatix.com/event/1676950/view
http://tax-justice.com/


■連絡先／弁護士　猪股正　埼玉総合法律事務所　電話048-862-0355

【関連情報】

11/5 日弁連／医療制度改革に関するシンポジウム「新型コロナウイルス感染症拡大による医療の現状から『地域医療構想』を考える」

11/5 日弁連／医療制度改革に関するシンポジウム「新型コ
ロナウイルス感染症拡大による医療の現状から『地域医療構想』
を考える」
２０２０年１１月５日（木）１８時００分～２０時００分、日弁連が医療制度改革に関するシンポジウムを開催します。
Zoomウェビナーによるオンライン形式（参加無料）であり、１０月２９日までに、申込みフォームに入力して申し込む必要があります。

詳細は、日弁連ホームページをご覧ください。

【趣旨】
２０１９年１２月に公表された全世代型社会保障実現検討会議の中間報告では、医療提供体制の改革の具体策として「地域医療構想の推進」
が掲げられています。
また、新型コロナウイルス感染症の拡大により「医療崩壊」が取り沙汰される中、改めて、日本の医療提供体制、特に病床数削減、病床数
に応じた医師・看護師の人員削減などの医療費抑制政策が問われています。
医療の現場では、公立・公的病院の再編統合、民間病院の経営破綻、医師不足、看護師のメンタルヘルス不調、受診抑制、高所得層と低所
得層の「健康格差」等の問題が顕在化しています。
本シンポジウムでは、病床数の削減など地域医療の縮小を進める政府の施策の問題等について認識を深めたいと思います。ぜひご参加くだ
さい！

【日時】
２０２０年１１月５日（木）１８時００分～２０時００分

【開催方法】
Zoomウェビナーによるオンライン形式にて開催いたします。 【事前登録制】
※Zoomアプリを事前にインストールした上で参加してください。
お申し込みいただいた方に参加URLをお送りいたします。

https://www.nichibenren.or.jp/event/year/2020/201105.html
https://saitamasogo.jp/archives/87402
https://saitamasogo.jp/archives/87402
https://saitamasogo.jp/archives/87402
https://www.nichibenren.or.jp/event/year/2020/201105.html


【参加費
参加無料

【参加対象】
どなたでもご参加いただけます。

【プログラム】（予定）
◆講演
・長友　薫輝　氏（三重短期大学生活科学科教授）
◆報告
・森田　進　氏（日本医療労働組合連合会書記長）
◆報告
・日弁連貧困問題対策本部委員

【申込法法】

下記申込みフォームまたは二次元バーコードよりお申し込みいただけます。

チラシ (PDFファイル;3.2MB)

申込みフォーム　

※参加をご希望の場合は、【１０月２９日（木）】までにお申し込みください。

【主催】
日本弁護士連合会

【お問い合わせ先】
日本弁護士連合会　人権部人権第一課
TEL　０３－３５８０－９５０１

備考
【注意事項】

【注意事項】

■ 本セミナーへのご参加には以下の機材および環境が必要です。

・パソコン、タブレット、スマートフォンなど、インターネットに接続してZoomを利用できる機材

・インターネットをご利用いただける環境

https://www.nichibenren.or.jp/library/pdf/event/year/2020/event_201105.pdf
https://form.qooker.jp/Q/auto/ja/sympoiryou/iryou/


※安定した通信環境で接続してください。スマートフォンはWi-Fiに接続してご利用ください。

■ Zoomウェビナーについて

・Zoomウェビナーへの参加にあたり、Zoom上でお名前とメールアドレスの入力が必要です。
・Zoomについては、Zoomサービス規約の内容をご確認いただき、同意の上でご利用ください。

Zoomサービス規約

・参加を希望される機材でZoomのインストールをお願いいたします。

Zoomインストール

・イベント前日までに下記URLからZoomの利用が可能であるかテストしていただくことを推奨します。

ミーティングテスト

※Zoomウェビナーのサービス・機能等に関するサポートは致しかねます。

■  当日、何らかの理由で通信が中断し復旧困難となった場合、やむを得ずセミナーを中止する可能性があります。また、PC環境・通信
状況等の不具合については日弁連では責任を負わず、サポート対応等も行いかねますので予めご了承ください。

11/24（火）過労死等防止対策推進シンポジウムのお知らせ
近年、働き過ぎやパワーハラスメント等の労働問題によって多くの方の尊い命や心身の健康が損なわれ深刻な社会問題となっています。
本シンポジウムでは有識者や過労死をされた方のご遺族にもご登壇をいただき、過労死等の現状や課題、防止対策について探ります。

【プログラム】
●開会挨拶

●埼玉労働局からの現状報告

●講演
「パワーハラスメント防止措置の義務と埼玉管内の個別労働紛争の状況」
埼玉労働局　雇用環境・均等室

https://zoom.us/jp-jp/terms.html
https://zoom.us/download
https://zoom.us/test
https://saitamasogo.jp/archives/87388


●過労死を考える家族の会　体験談

●休憩

●講演
「取材から見えてきた過労死の実態」
牧内昇平氏（新聞記者）

●閉会挨拶

 

◆日時
２０２０年１１月２４日（火）１４時～１６時３０分（受付１３時～）

◆会場
ソニックシティビル棟４階市民ホール４０１←クリックすると地図が出ます。

◆参加費
無料・事前申込必要（新型コロナウィルス感染症の影響により事前申し込みが必要です）
※お申し込みはＷｅｂまたはＦＡＸ（ＦＡＸ番号：０３－６２６４－６４４５）でお願いします。
※参加申込書はこちらです。
参加証を発行いたしますので、当日、受付までお持ちください。
定員超過の場合のみ、電話またはメールでご連絡をいたします。
連絡先はTELかE-mailのどちらか必ずご記入ください。

◆主催
厚生労働省

◆協力
過労死等防止対策推進全国センター、全国過労死を考える家族の会、過労死弁護団全国連絡会議、埼玉産業保健総合支援センター、埼玉県
経営者協会、連合埼玉、埼労連

◆お問い合わせ
厚生労働省シンポジウム事業受託事業者　（株）プロセスユニーク
専用フリーダイヤル　０１２０－０５３－００６

 

https://www.sonic-city.or.jp/?page_id=178
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScqikrKNH9Q0BRnFjTeFjcB6uGCox0VSNbJZLHYGggS7ARkpw/viewform?entry.1701868340=11/24%EF%BC%88%E7%81%AB%EF%BC%89%E5%9F%BC%E7%8E%89%E4%BC%9A%E5%A0%B4
http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2020/10/50904f1e810d7ef8b0461016ddacd7d4.pdf
https://www.p-unique.co.jp/karoushiboushisympo/


全国一斉10／10「コロナ災害を乗り越える－いのちとくらし
を守る なんでも電話相談会・第４弾」（フリーダイヤル）のお
知らせ（拡散のお願い）

「コロナ災害を乗り越える 　いのちとくらしを守る なんでも電話相談会
～住まい・生活保護・労働・借金 etc…～」【第４弾】実施のお知らせ

　コロナ禍の中、休業、解雇・雇い止め等により、労働者、事業者、学生、業種・職種を問わず、多くの人が、収入減少、失業等に追い込
まれています。未だに特別定額給付金などの政府の支援策が届かない人や、福祉の窓口から追い返される人、政府が新たに創設した休業支
援金などの申請の仕方がわからないなど、全国で、多くの人が様々な悩みを抱えています。

　そこで、引き続き、全国の弁護士、司法書士、労働組合、諸団体が連携して、下記要領にて、電話相談会【第4弾】を開催いたします
（今後、第５弾・12月19日（土）も実施します）。お気軽に、ご相談ください。

【日　　時】　１０月１０日（土）午前10時～午後10時
【電話番号】　０１２０－１５７－９３０（フリーダイヤル）
上記時間帯、全国どこから架けても空いている回線に無料でつながります。

【相談例】
・生活費を支援する制度について知りたい。
・収入が減ったので、来月の家賃が払えそうもない。
・バイトを切られ、学費を払えない。
・今すぐ生活保護を受けられるか。
・住居を喪失した。
・福祉の窓口で追い返された。
・コロナウイルスによる営業不振を理由に雇い止めされた
・休業手当が払われない。新しくできた休業支援金のことが知りたい。
・無理な働き方でコロナに感染
・学費の支払いや奨学金の支払いが困難
・フリーランスや事業者を支援する制度について知りたい。
・その他、様々な支払いができなくなるので不安である。

【地域と会場】36都道府県・50会場・106回線（9月30日現在）

https://saitamasogo.jp/archives/87382
https://saitamasogo.jp/archives/87382
https://saitamasogo.jp/archives/87382


【主　 催】コロナ災害を乗り越える いのちとくらしを守る なんでも電話相談会実行委員会
埼玉は、反貧困ネットワーク埼玉（連絡先：弁護士猪股正　048-862-0355/埼玉総合法律事務所）など

＊チラシのダウンロード→　こちら

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2020/10/0291719e0782b67770f9661ca20aaf90.pdf

